
２０１２年３月期 第１四半期 連結業績

経営成績

当期予想 前期実績

金 額 金 額 金 額

売上高 18,164 △435 △2.3% △1,091 △5.7% 18,600 19,255

電子楽器事業 10,687 △312 △2.8% △804 △7.0% 11,000 11,492

コンピュータ周辺機器事業 7,476 △123 △1.6% △287 △3.7% 7,600 7,763

営業利益 △247 ＋1,052 － △676 － △1,300 428

電子楽器事業 △281 ＋718 － △256 － △1,000 △24

コンピュータ周辺機器事業 33 ＋333 － △419 △92.7% △300 452

経常利益 △313 ＋986 － △357 － △1,300 44

四半期純利益 771 ＋671 ＋671.6% ＋1,079 － 100 △308

セグメント別売上高

当期予想 前期実績

金 額 金 額 金 額

電子楽器 4,208 ＋8 ＋0.2% △15 △0.4% 4,200 4,224

ギター関連電子楽器 2,095 △4 △0.2% △237 △10.2% 2,100 2,332

家庭用電子楽器 2,549 △150 △5.6% △209 △7.6% 2,700 2,759

映像・音響及びｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ﾐｭｰｼﾞｯｸ機器 1,333 △166 △11.1% △141 △9.6% 1,500 1,475

その他 500 ＋0 ＋0.1% △199 △28.5% 500 700

電子楽器事業 計 10,687 △312 △2.8% △804 △7.0% 11,000 11,492

コンピュータ周辺機器事業 7,476 △123 △1.6% △287 △3.7% 7,600 7,763

合計 18,164 △435 △2.3% △1,091 △5.7% 18,600 19,255

日 本 2,167 △32 △1.5% △394 △15.4% 2,200 2,561

北 米 3,267 △32 △1.0% △125 △3.7% 3,300 3,392

欧 州 3,690 △9 △0.2% △321 △8.0% 3,700 4,012

その他 1,562 △237 △13.2% ＋36 ＋2.4% 1,800 1,525

電子楽器事業 計 10,687 △312 △2.8% △804 △7.0% 11,000 11,492

日 本 803 ＋3 ＋0.4% △86 △9.7% 800 889

北 米 1,820 ＋20 ＋1.1% ＋180 ＋11.0% 1,800 1,640

欧 州 2,649 △50 △1.9% △28 △1.1% 2,700 2,677

その他 2,203 △96 △4.2% △352 △13.8% 2,300 2,556

コンピュータ周辺機器事業 計 7,476 △123 △1.6% △287 △3.7% 7,600 7,763

合計 18,164 △435 △2.3% △1,091 △5.7% 18,600 19,255

（※）販売地域別。 「日本」は日本国内のみで、「その他」は中南米、豪州、アジア、中近東・アフリカ等を含む。
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対予想比 対前期比

（単位：百万円）

（単位：百万円）

対予想比 対前期比

2012年3月期 第1四半期実績

◇ 連結業績
東日本大震災の影響により日本国内の販売が伸び悩む。また、部品調達不足で生産量が減少し、
原価率が悪化、円高の影響もあり、2億円の営業損失。
最終利益は、連結子会社の吸収合併に伴う繰延税金資産の計上等により7億円の純利益。

◇ 電子楽器事業
欧米において電子ドラムの新製品が売上に貢献するものの、昨年好調の電子ピアノの販売が落ちつき、
ギター・エフェクターは欧米で伸び悩む。

◇ コンピュータ周辺機器事業
プリンターは、北米は好調に推移するものの、アジアは成長が鈍化し前年同期を下回る。
工作機器は堅調に推移し、サプライ品は販売が伸長。

1/3



２０１２年３月期 第１四半期 連結業績（為替の影響等）

経営成績

前期実績

為替変動 新規連結

影響 (A) (B)

売上高 181 △10 △5.7% △12 ＋1 △0 △0.0% 192

電子楽器事業 106 △8 △7.0% △7 ＋0 △1 △0.9% 114

コンピュータ周辺機器事業 74 △2 △3.7% △5 ＋1 ＋0 ＋1.2% 77

営業利益 △2 △6 － △6 ＋0 △0 △16.1% 4

電子楽器事業 △2 △2 － △2 ＋0 △0 － △0

コンピュータ周辺機器事業 ＋0 △4 △92.7% △3 △0 △0 △13.0% 4

US$ 82 △9 △9.9% － － － － 91

EUR 113 △13 △10.3% － － － － 126

セグメント別売上高

前期実績

為替変動 新規連結

影響 (A) (B)

電子楽器 42 △0 △0.4% △2 ＋0 ＋2 ＋6.0% 42

ギター関連電子楽器 20 △2 △10.2% △1 △0 △0 △3.5% 23

家庭用電子楽器 25 △2 △7.6% △1 △0 △0 △1.6% 27

映像・音響及びｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ﾐｭｰｼﾞｯｸ機器 13 △1 △9.6% △0 △0 △0 △3.6% 14

その他 5 △1 △28.5% △0 △0 △1 △25.1% 7

電子楽器事業 計 106 △8 △7.0% △7 ＋0 △1 △0.9% 114

コンピュータ周辺機器事業 74 △2 △3.7% △5 ＋1 ＋0 ＋1.2% 77

合計 181 △10 △5.7% △12 ＋1 △0 △0.0% 192

日 本 21 △3 △15.4% － － △3 △15.4% 25

北 米 32 △1 △3.7% △3 － ＋1 ＋5.3% 33

欧 州 36 △3 △8.0% △3 － ＋0 ＋1.5% 40

その他 15 ＋0 ＋2.4% △0 ＋0 ＋0 ＋3.5% 15

電子楽器事業 計 106 △8 △7.0% △7 ＋0 △1 △0.9% 114

日 本 8 △0 △9.7% － － △0 △9.7% 8

北 米 18 ＋1 ＋11.0% △1 － ＋3 ＋22.3% 16

欧 州 26 △0 △1.1% △2 － ＋2 ＋9.9% 26

その他 22 △3 △13.8% △0 ＋1 △4 △17.6% 25

コンピュータ周辺機器事業 計 74 △2 △3.7% △5 ＋1 ＋0 ＋1.2% 77

合計 181 △10 △5.7% △12 ＋1 △0 △0.0% 192

（※）販売地域別。 「日本」は日本国内のみで、「その他」は中南米、豪州、アジア、中近東・アフリカ等を含む。

2012年3月期 第1四半期実績

金 額
実質対前期比

区 分

為替レート

セグメント

金 額

（単位：億円）

（単位：億円）

2012年3月期 第1四半期実績

金 額 対前期比
(A),(B)除く

金 額対前期比
(A),(B)除く

実質対前期比
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２０１２年３月期 第２四半期累計期間 連結業績予想

経営成績

金 額

売上高 37,400 △600 △1.6% △1,871 △4.8%

電子楽器事業 21,200 △800 △3.6% △1,790 △7.8%

コンピュータ周辺機器事業 16,200 ＋200 ＋1.3% △81 △0.5%

営業利益 △400 ＋1,000 － △1,898 －

電子楽器事業 △1,000 ＋800 － △809 －

コンピュータ周辺機器事業 600 ＋200 ＋50.0% △1,088 △64.5%

△500 ＋1,000 － △909 －

400 ＋800 － ＋910 －

２０１２年３月期 第２四半期累計期間 連結業績予想（為替の影響等）

経営成績

前期実績

為替変動 新規連結

影響 (A) (B)

売上高 374 △18 △4.8% △18 ＋3 △4 392

電子楽器事業 212 △17 △7.8% △10 ＋0 △8 229

コンピュータ周辺機器事業 162 △0 △0.5% △8 ＋3 ＋3 162

営業利益 △ 4 △18 － △8 ＋0 △10 14

電子楽器事業 △ 10 △8 － △3 ＋0 △5 △ 1

コンピュータ周辺機器事業 6 △10 △64.5% △5 ＋0 △5 16

US$ 82 △9 △9.9% － － － 91

EUR 115 △6 △5.0% － － － 121

実質対前期比

前期実績

金 額

経常利益

四半期純利益

16,000

(A),(B)除く

38,000

22,000

△1,400

39,271

22,990

16,281

1,498

為替レート

△1.1%

△3.5%

＋2.4%

△71.1%

－

△30.8%

－

－

△1,800

400

△1,500

（単位：億円）

（単位：百万円）

対予想比 対前期比

2012年3月期 上期予想

区 分

△400

△190

金 額 対前期比 金 額

△510

409

1,688

2012年3月期 上期予想

区 分
金 額

前回予想

◇電子楽器事業は、震災による影響は予想の範囲内に留まるものの、先行き不透明感の強まる欧米に
おいて販売が伸び悩む。一方、営業利益は、製造原価の削減等により原価率が改善し、営業損失は
予想を下回る見込み。

◇コンピュータ周辺機器事業は、売上高はほぼ予想どおりとなるものの、販売費及び一般管理費や
開発研究費等の削減により、営業利益は当初の予想を上回る見込み。

◇最終損益は営業損失の縮小により黒字となる見込み。
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